
(様式第10)

東海北陸厚生局長　殿

金沢大学附属病院長　　並木　幹夫 印

1　開設者の住所及び氏名

(注)

2　名称

3　所在の場所
〒 －

電話(076) 265－2000　　　　

4　診療科名
4-1　標榜する診療科名の区分

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜
2

(注)　上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。

4-2　標榜している診療科名
(1)内科

内科 有 ・ 無
内科と組み合わせた診療科名等
1 消化器内科 2 内分泌・代謝内科 3 ﾘｳﾏﾁ・膠原病内科 4 呼吸器内科 5 循環器内科 6 腎臓内科 7 血液内科

8 総合診療内科 9 神経内科 10 リウマチ科 11 腫瘍内科

診療実績

(注) 1

(注) 2

(注) 3

金 大 病 総 第 ５ ７ 号
平成２６年１０月１日

〒920-1192　石川県金沢市角間町
国立大学法人金沢大学

国立大学法人金沢大学附属病院

「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科名等」
欄に記入すること。

「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療
科で医療を提供している場合に記入すること。

国立大学法人金沢大学附属病院の業務に関する報告について

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3の規定に基づき、平成25年度の業務に
関して報告します。

記

920 8641

石川県金沢市宝町13番1号

住 所
氏 名

医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度か
つ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄に
は法人の名称を記入すること。

「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科
名について記入すること。



(2)外科
外科 有 ・ 無
外科と組み合わせた診療科名等
1 心臓血管外科 2 呼吸器外科 3 胃腸外科 4 肝胆膵・移植外科 5 内分泌・総合外科 6 整形外科

7 脊椎・脊髄外科 8 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 9 脳神経外科 10 腫瘍外科 11 内分泌外科

12 肝臓・胆のう・膵臓・移植外科 13 乳腺外科

診療実績

(注) 1

(注) 2

(3)その他標榜していることが求められる診療科名
1 精神科 2 小児科 3 整形外科 4 脳神経外科 5 皮膚科 6 泌尿器科 7 産婦人科
8 産科 9 婦人科 10 眼科 11 耳鼻咽喉科 12 放射線科 13 放射線診断科

14 放射線治療科 15 麻酔科 16 救急科
(注)　標榜している診療科名の番号に○印を付けること。

(4)歯科
歯科 有 ・ 無
歯科と組み合わせた診療科名等
1 歯科口腔外科 2 3 4 5 6 7

歯科の診療体制

(注) 1

(注) 2

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名
1 神経科精神科 2 子どものこころの診療科 3 乳腺科 4 産科婦人科 5 麻酔科蘇生科 6 核医学診療科

7 病理診断科 8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

(注)　標榜している診療科名について記入すること。

5　病床数

床 床 床 床 床 床

「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科
名について記入すること。

「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療
科で医療を提供している場合に記入すること。

「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科
名について記入すること。

「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標
榜している診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。

精 神 感 染 症 結 核 療 養 一 般 合 計
46 0 0 0 792 838



6　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数
（平成 2 6 年 6 月 1 日現在）

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

(注) 1 　申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。
(注) 2 　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
(注) 3

7　専門の医師数 （平成 2 6 年 6 月 1 日現在）

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人

(注)

8　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数
歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

(注) 1

(注) 2

(注) 3

(注) 4

常 勤 非 常 勤 合 計 員 数

歯科技工士

臨床工学技士

診療放射線技師

助 産 師
看 護 師

准看護師
歯科衛生士

管理栄養士

員 数
医 師

歯科医師

薬 剤 師

保 健 師

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

診療エック
ス線技師

臨床検査技
師

衛生検査技
師

そ の 他

職 種 職 種 職 種

4

0 0 0.0 8 0

0

9 7 13.0 11 55
臨
床
検
査

390 120 475.0 54

47 3 49.3 7

840 13 848.8 9 5
22 0 22.0 0 0あん摩マッサージ指圧師

医療社会事
業従事者

義肢装具士

17
155
14

「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換
算した員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出
して記入すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

専門医名 人　数 専門医名 人　数

0.7
1.0
8.7

0
1
36

0
1
8

1
0
1

その他の技術員

その他の職員

事 務 職 員
栄 養 士

放 射 線 科 専 門 医
脳神経外科専門医
整 形 外 科 専 門 医
麻 酔 科 専 門 医
救 急 科 専 門 医

総 合 内 科 専 門 医
外 科 専 門 医
精 神 科 専 門 医
小 児 科 専 門 医
皮 膚 科 専 門 医

9
6

201

　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数
と常勤の者の員数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

歯 科 等 以 外 歯 科 等 合 計

12
11
22
11
15

合　計

26
38
6
16
8
10
11

泌 尿 器 科 専 門 医
産 婦 人 科 専 門 医

眼 科 専 門 医
耳鼻咽喉科専門医

735.3
1577.9

1366.8
166.9
3.9

必 要 薬 剤 師 数
必 要 （ 准 ） 看 護 師 数

728.5
1516.0

6.8
61.9

25
423

１日当たり平均入院患者数
１日当たり平均外来患者数
１日当たり平均調剤数
必 要 医 師 数
必 要 歯 科 医 師 数

「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、
「歯科等以外」欄にはそれ以外の診療科を受診した患者数を記入すること。

入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦
日で除した数を記入すること。

外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で
除した数を記入すること。

調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除し
た数を記入すること。



(注) 5

9　施設の構造設備

㎡ 床

［固定式の場合］ ㎡ 床

［移動式の場合］ 台

［専用室の場合］ ㎡

［共用室の場合］ 共用する室名

㎡ （主な設備）

㎡ （主な設備）

㎡ （主な設備）

㎡ （主な設備）

㎡ （主な設備）

㎡ 室数 室 人
㎡ 室数 室 冊程度

(注) 1 　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
(注) 2 　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

施 設 名 床 面 積 主要構造 設 備 概 要
集 中 治 療 室 心 電 計 有・無

調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除し
た数を記入すること。

必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療
法施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。

22

病 理 解 剖 室

研 究 室

講 義 室
図 書 室

病 床 数
人 工 呼 吸 装 置

床面積 73

370.2

559

94

112

134

888

267

無 菌 病 室 等

医 薬 品
情 報 管 理 室

化 学 検 査 室

細 菌 検 査 室

病 理 検 査 室

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

免疫発光測定装置、全自動免疫測定装置、
ディスクリート方式臨床化学自動分析装
置、検体前処理装置、蛋白分画電気泳動分
析装置、免疫比濁測定装置、心電図解析用
全自動電気泳動分析装置、迅速糖尿病生理
機能検査装置、迅速糖化診断生理機能検査
装置、自動浸透圧分析装置、乾式臨床化学
分析装置、自動化学分析装置、大腸生理機
能予備検査装置、総合生理機能検査前輸血
支援システム、赤血球沈降速度測定装置、
汎用血液ガス分析装置、血液検査システ
ム、呼気中13CO2分析装置、臨床検査支援シ
ステム、恒温器、血液検査装置、心疾患関
連マーカー自動測定器システム、遠心機、
蒸留水製造装置、尿化学分析装置、顕微
鏡、精子特性分析機
血液培養装置、同定・薬剤感受性パネル自
動測定装置、全自動細菌検査システム、ク
リーンベンチ、サーマルサイクラー、結核
菌迅速診断装置、マイクロチップ電気泳動
システム、嫌気ワークステーション、全自
動遺伝子解析システム、遺伝子解析装置、
恒温器、炭酸ガス培養装置、遠心機、乾熱
滅菌器、高圧滅菌器、純水製造装置、顕微
鏡

全自動免疫染色装置、自動固定包埋装置、
自動染色装置

無影灯、解剖台、計量器
血液ガス分析装置、マイクロプレートリー
ダー、手術支援ロボット、セルアライブシ
ステム(CAS) +急速凍結装置、超低温フリー
ザー、低温恒湿装置、バイオハザード対象
用キャビネット、遠心分離機、インキュ
ベーター、高速タンパクブロッティングシ
ステム、オートクレーブ、クリーン・ベン
チ、顕微鏡、蛍光実体顕微鏡、薬用冷凍冷
蔵庫、低温冷凍庫、ドラフト

有・無
有・無

床面積
台 数

病床数202 16
12

心 細 動 除 去 装 置
ペ ー ス メ ー カ ーその他の救急蘇生装置

有・無
有・無

収容定員
蔵 書 数

300
1900

1
2146 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ



10　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

Ａ： 人

Ｂ： 人

Ｃ： 人

Ｄ： 人

(注) 1

(注) 2 　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
(注) 3 　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

平成25年 4月 1日 ～ 平成26年 3月31日算 定 期 間

紹 介 患 者 の 数
他の病院又は診療所に紹介した患者の数
救急用自動車によって搬入された患者の数

初 診 の 患 者 の 数

紹 介 率

「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入す
ること。

10,418
7,054
387

16,786

算
出
根
拠

逆 紹 介 率64.4 42.0



(様式第2)

1　承認を受けている先進医療の種類(注１)及び取扱患者数

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準(平成二十年厚生労働省告
示第百二十九号)第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

取扱患者数

高度の医療の提供の実績

先進医療の種類

経頚静脈的肝内門脈大循環短絡術 0

自家液体窒素処理骨移植 27

難治性眼疾患に対する羊膜移植術　*H26.4.1保険収載 0



(様式第2)

2　承認を受けている先進医療の種類(注１)及び取扱患者数

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

ボルテゾミブ静脈内投与、メルファラン経口投与及びデキサメタゾン経口投与の併用療法　原
発性ＡＬアミロイドーシス

0

高度の医療の提供の実績

先進医療の種類 取扱患者数

化学療法に伴うカフェイン併用療法　悪性骨腫瘍又は悪性軟部腫瘍　*H26.10.1削除 0

パクリタキセル腹腔内投与及び静脈内投与並びにＳ－1内服併用療法　腹膜播種又は進行性胃
がん（腹水細胞診又は腹腔洗浄細胞診により遊離がん細胞を認めるものに限る。）

0

術後のホルモン療法及びＳ－１内服投与の併用療法　原発性乳がん（エストロゲン受容体が陽
性であって，ＨＥＲ２が陰性のものに限る。）

1

経皮的肺がんラジオ波焼灼療法　原発性又は転移性肺がん（切除が困難なものに限る。）
*H25.11.1取り下げ

0

経皮的腎がんラジオ波焼灼療法　原発性又は転移性腎がん（切除が困難なものに限る。）
*H25.11.1取り下げ

0

腹腔鏡下センチネルリンパ節生検　早期胃がん　 *H25.10.1取り下げ 0

根治的前立腺全摘除術における内視鏡下手術用ロボット支援　前立腺がん　*H25.11.1取り下
げ

0

内視鏡下手術用ロボットを用いた冠動脈バイパス手術（一箇所を吻合するものに限る。）　虚
血性心疾患　*H26.1.1取り下げ

2

「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準(平成二十年厚生労働省告
示第百二十九号)第三各号に掲げる先進医療について記入すること。



(様式第2)

3　その他の高度の医療
人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

(注) 1
(注) 2

高度の医療の提供の実績

医療技術名 取扱患者数

医療技術名 取扱患者数

医療技術名 取扱患者数

医療技術名 取扱患者数

医療技術名 取扱患者数

医療技術名 取扱患者数

医療技術名 取扱患者数

医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専
門的な医療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機
関での実施状況を含め、当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること(当該医療が
先進医療の場合についても記入すること)。

医療技術名 取扱患者数

　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。



(様式第2)

4　特定疾患治療研究事業対象疾患についての診療

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人

・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人

(注)「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

ウェゲナー肉芽腫症

特発性拡張型(うっ血型)心筋症

神経線維腫症

亜急性硬化性全脳炎

人

・

多系統萎縮症(線条体黒質変性症、オリーブ橋
小脳萎縮症及びシャイ・ドレーガ症候群)・

間脳下垂体機能障害
(ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常
症、ＡＤＨ分泌異常症、下垂体性ＴＳＨ分泌異
常症、クッシング病、先端巨大症、下垂体機能
低下症)

・

150

33

人

人

重症多形滲出性紅斑(急性期)

黄色靱帯骨化症

パーキンソン病関連疾患(進行性核上性麻痺、
大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病)

球脊髄性筋萎縮症

慢性炎症性脱髄性多発神経炎

肥大型心筋症

拘束型心筋症

ミトコンドリア病

リンパ脈管筋腫症(ＬＡＭ)

表皮水疱症(接合部型及び栄養障害型)

ハンチントン病

モヤモヤ病(ウィリス動脈輪閉塞症)

後縦靱帯骨化症

脊髄小脳変性症

クローン病

難治性の肝炎のうち劇症肝炎

悪性関節リウマチ

特発性血小板減少性紫斑病

結節性動脈周囲炎

潰瘍性大腸炎

大動脈炎症候群

ビュルガー病

天疱瘡

23

膿疱性乾癬

広範脊柱管狭窄症

原発性胆汁性肝硬変

重症急性膵炎

特発性大腿骨頭壊死症

混合性結合組織病

原発性免疫不全症候群

アミロイドーシス

ベーチェット病

多発性硬化症

重症筋無力症

全身性エリテマトーデス

スモン

バッド・キアリ(Budd-Chiari)症候群

慢性血栓塞栓性肺高血圧症

ライソゾーム病

副腎白質ジストロフィー

家族性高コレステロール血症(ホモ接合体)

脊髄性筋萎縮症

特発性間質性肺炎

網膜色素変性症

プリオン病

肺動脈性肺高血圧症

12

102

2

2

5

17

19

1

15

1

3

4

5

0

11

36

6

5

8

119

15

81

18

111

3

32

22

25

49

168

7

22

45

551

85

5

2

2

高度の医療の提供の実績

疾 患 名 疾 患 名 取扱患者数取扱患者数

77

59

221

37

66

103

316

3

102

115

26

10

16

再生不良性貧血

サルコイドーシス

筋萎縮性側索硬化症

強皮症、皮膚筋炎及び多発性筋炎

48

17



(様式第2)

5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等(基本診療料)

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

データ提出加算

地域歯科診療支援病院入院加算

特定集中治療室管理料

総合周産期特定集中治療室管理料

　　１．胎児・母体集中治療室管理料

　　２．新生児集中治療室管理料　　

新生児治療回復室入院医療管理料

小児入院医療管理料２

病棟薬剤業務実施加算

栄養サポートチーム加算

医療安全対策加算

感染防止対策加算（感染防止対策地域連携加算あり）

患者サポート体制充実加算

がん診療連携拠点病院加算

妊産婦緊急搬送入院加算

診療録管理体制加算

急性期看護補助体制加算

看護補助加算２（５０対１）

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

地域歯科診療支援病院歯科初診料

歯科外来診療環境体制加算

ハイリスク妊娠管理加算

ハイリスク分娩管理加算

退院調整加算

救急搬送患者地域連携紹介加算

精神病棟入院時医学管理加算

精神科身体合併症管理加算

超急性期脳卒中加算

歯科診療特別対応連携加算

特定機能病院入院基本料（一般病棟）

特定機能病院入院基本料（精神病棟）

臨床研修病院入院診療加算（医科）

臨床研修病院入院診療加算（歯科）

救急医療管理加算

療養環境加算

重症者等療養環境特別加算

無菌治療室管理加算

緩和ケア診療加算

精神科応急入院施設管理加算



(様式第2)

6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等(特掲診療料)

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・精神科作業療法 ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加
算

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

植込型心電図検査 がん患者リハビリテーション料

時間内歩行試験 歯科口腔リハビリテーション料２

造血器腫瘍遺伝子検査 心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタ
イプ判定）

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

検体検査管理加算（Ⅳ） 運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

医療機器安全管理料（歯科） 外来化学療法加算１

歯科治療総合医療管理料 外来化学療法加算２

持続血糖測定器加算 無菌製剤処理料

薬剤管理指導料 大腸ＣＴ撮影加算

医療機器安全管理料１ 心臓ＭＲＩ撮影加算

医療機器安全管理料２ 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

がん治療連携計画策定料 遠隔画像診断

がん治療連携管理料 ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

肝炎インターフェロン治療計画料 冠動脈ＣＴ撮影加算

外来リハビリテーション診療料 内服・点滴誘発試験

外来放射線照射診療料
センチネルリンパ節生検（乳がんに係るものに限
る。）

ニコチン依存症管理料 画像診断管理加算２

外来緩和ケア管理料 神経学的検査

糖尿病透析予防指導管理料 補聴器適合検査

院内トリアージ実施料 小児食物アレルギー負荷検査

糖尿病合併症管理料 人工膵臓

がん性疼痛緩和指導管理料 皮下連続式グルコース測定

がん患者指導管理料 長期継続頭蓋内脳波検査

高度難聴指導管理料 ヘッドアップティルト試験

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

心臓ペースメーカー指導管理料（植込型除細動器移
行加算）

胎児心エコー法



施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

内視鏡手術用支援機器加算

経皮的冠動脈形成術（特殊ｶﾃｰﾃﾙによるもの）
医科点数表第２章第１０部手術の通則５及び６（歯
科点数表第２章第９部通則４を含む。）に掲げる手
術

経皮的冠動脈ステント留置術
胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造
設術を含む。）

経皮的中隔心筋焼灼術 輸血管理料Ⅱ

乳がんセンチネルリンパ節加算１、乳がんセンチネ
ルリンパ節加算２

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除
後）

腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術

経皮的冠動脈形成術 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込
型骨導補聴器交換術

同種死体腎移植術

内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） 生体腎移植術

上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科
診療に係るものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動
を伴う場合に限る。）（歯科診療に係るものに限
る。）

膀胱水圧拡張術

羊膜移植術 体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プ
レートのあるもの））

腹腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡下小切開腎摘
出術、腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術

網膜再建術 腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移
植術に限る。）

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

腫瘍脊椎骨全摘術 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及
び脳刺激装置交換術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄
刺激装置交換術

腹腔鏡下小切開副腎摘出術

歯科技工加算 腹腔鏡下肝切除術

皮膚悪性腫瘍切除術（悪性黒色腫センチネルリンパ
節加算を算定する場合に限る。）

生体部分肝移植術

組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房
（再建手術）の場合に限る。）

同種死体肝移植術

透析液水質確保加算 大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

一酸化窒素吸入療法 経皮的大動脈遮断術

ＣＡＤ／ＣＡＭ冠 ダメージコントロール手術

医療保護入院等診療料 両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及び両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの）
植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び
経静脈電極抜去術（レーザーシースを用いるもの）

エタノールの局所注入（副甲状腺に対するもの）
両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術及び両
室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術

抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合
失調症治療指導管理料に限る。）

植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計
摘出術



施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・クラウン・ブリッジ維持管理料

保険医療機関間の連携による病理診断

テレパソロジーによる術中迅速病理組織標本作製

病理診断管理加算

体外照射呼吸性移動対策加算

定位放射線治療

定位放射線治療呼吸性移動対策加算

高エネルギー放射線治療

強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ）

麻酔管理料（Ⅱ）

放射線治療専任加算

外来放射線治療加算

胃瘻造設時嚥下機能評価加算

広範囲顎骨支持型装置埋入手術

麻酔管理料（Ⅰ）



(様式第2)

7　健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

(注) 1 　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2

8　病理・臨床検査部門の概要
1.
2.

剖検症例数 例 剖検率 ％

「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以
降に、健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法(平成六年厚生省告示第五十四号)に
先進医療(当該病院において提供していたものに限る。)から採り入れられた医療技術について記入す
ること。

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

羊膜移植術

インプラント義歯

臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

臨床検査部門と病理診断部門は別々である。
臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

腫瘍脊椎骨全摘術

超音波骨折治療法

経皮的骨形成術（骨セメント）

エキシマレーザー冠動脈形成術

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催し
た症例検討会の開催頻度

１ヶ月に７回程度

／45 14.5剖 検 の 状 況



(様式第3)

1　研究費補助等の実績

日本学術振興会

意識および記憶のモニタリング方法
の開発

山本　健 医学系 ¥1,500,000
補
委

日本学術振興会

アジア系人種における糖尿病性腎症
の予後調査と予後規定因子の国際比
較研究

和田　隆志 医学系 ¥1,100,000
補

委

日本学術振興会

再生不良性貧血におけるゲノム異常
を利用した造血抑制因子の同定

中尾　眞二 医学系 ¥3,800,000
補
委

日本学術振興会

上皮間葉移行は側頭骨原発扁平上皮
癌の予後を決定するか

杉本　寿史 医学系 ¥700,000
補
委

医学系 ¥2,100,000
補
委

日本学術振興会

口腔扁平上皮癌の浸潤・転移におけ
る腫瘍間質の役割

川尻　秀一 医学系 ¥800,000
補
委

日本学術振興会

ミセル化シスプラチン開発による新
規頭頸部癌治療コンセプト

吉崎　智一 医学系 ¥450,000
補
委

日本学術振興会

腫瘍増殖型ウイルスを用いた血中循
環がん細胞の検出と卵巣癌再発予測
への応用

京　哲 医学系 ¥800,000
補

委
日本学術振興会

悪性グリオーマの浸潤シグナルを
狙った分子標的療法の確立

中田　光俊 医学系 ¥600,000
補
委

医学系 ¥1,000,000
補

委

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

医学系

医学系

医学系
蛍光イメージングを用いた骨軟部腫
瘍の進展機序解明と治療戦略

金子　周一

杉山　和久

自動吻合器を用いたロボット支援下
心拍動下左室心尖大動脈バイパスの
基礎的研究

渡邊　剛 医学系 ¥800,000
補

委

遺伝子導入による間葉系幹細胞の肝
修復再生能プログラミングと肝再生
療法への応用

酒井　佳夫 医学系 ¥1,100,000
補

委

肺癌におけるｃＭｅｔとＴｏｐｏｉ
ｓｏｍｅｒａｓｅ　Ⅰの関連

笠原　寿郎 医学系 ¥900,000
補
委

内因性免疫によるＥＢＶ感染制御機
構と上咽頭癌発癌機構に関する研究

吉崎　智一

日本学術振興会

呼吸器悪性腫瘍の微小環境の特性を
標的とした新規制御法の開発

霊長類に特異的なニューロン新生と
脳再生療法の研究開発

日本学術振興会¥2,700,000

¥500,000

¥8,400,000

¥2,900,000

補
委
補
委

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

医学系

医学系

安本　和生

矢野　聖二

竹内　伸司

絹谷　清剛

山嶋　哲盛

土屋　弘行

補

委

卵巣チョコレート嚢腫上皮の不死
化、癌化による多段階発癌モデルの
構築と分子標的探索

京　哲 医学系 ¥3,000,000
補

委

前立腺癌の増殖・再燃に関わる分子
機序の解明と再燃に対する総合的治
療戦略の構築

並木　幹夫

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 金 額 補助元又は委託元

¥9,500,000

緑内障性視神経障害進行の活動部位
仮説の立証と乳頭出血、予後予測に
関する研究

過栄養状態の肝臓が産生するタンパ
クと生活習慣病の関連

補
委
補

委
補
委
補
委

矢野　聖二 がん進展制御研究所

がん進展制御研究所

がん進展制御研究所

がん進展制御研究所

補

委
補
委

日本学術振興会

ＨＧＦ／ｃＭＥＴ　ａｘｉｓとＨ
ＢーＥＧＦを標的とした胃癌標的治
療法の開発

肺がんの転移と分子標的薬耐性を克
服する統合的研究

EGFR変異肺癌のBIM遺伝子多型に起
因するEGFR-TKI耐性克服治療の開発

悪性神経内分泌腫瘍に対する分子生
物学的・組織学的特徴に基づいた集
学的内照射療法

¥1,100,000

¥2,300,000

¥2,200,000

¥3,400,000

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会



日本学術振興会

子宮体癌におけるＷｉｌｍｓ腫瘍遺
伝子と細胞増殖及び血管新生での分
子生物学的解明

土肥　聡 附属病院 ¥500,000
補

委
日本学術振興会

乳癌に対するＨＤＡＣ阻害剤を用い
た治療の開発に向けた基礎・臨床研
究

井口　雅史 附属病院 ¥400,000
補

委

日本学術振興会

オキシトシン療法による自閉症スペ
クトラム障害者の自己観の変化に関
する脳科学的研究

棟居　俊夫 子どものこころの発達研究センター ¥5,000,000
補

委
日本学術振興会

自閉症スペクトラム障害と双極性障
害の類似症状に着目した脳科学的研
究

棟居　俊夫 子どものこころの発達研究センター ¥600,000
補

委

中尾　眞二 医学系 ¥1,700,000
補

委
日本学術振興会

日本学術振興会

食塩感受性高血圧の成因に関するエ
ピジェネティスク解析

武田　仁勇 医学系 ¥1,300,000
補
委

日本学術振興会

全身性強皮症患者および線維化モデ
ルマウスにおける制御性Ｂ細胞の解
析

竹原　和彦 医学系 ¥800,000
補

委

日本学術振興会

骨肉腫の新たな病態解明を目指した
がん幹細胞の同定とその特性の解析

武内　章彦 医学系 ¥800,000
補
委

日本学術振興会

移植後閉塞性細気管支炎に対するc-
kitの役割

早稲田　優子 医学系 ¥1,300,000
補
委

浸潤性脳腫瘍が頭頂葉-前頭葉高次
機能ネットワーク再構築に及ぼす影
響の検討

林　裕 医学系 ¥1,500,000
補

委
日本学術振興会

水疱性角膜症に対する新しい角膜内
皮移植術（DMEK）の確立と、術後視
機能の解析

小林　顕 医学系 ¥1,600,000
補

委
日本学術振興会

MMP-3の歯髄炎での消炎効果と組織
再生のメカニズムの解明

中村　博幸 医学系

¥1,400,000
補
委

日本学術振興会

¥1,500,000
補
委

日本学術振興会

新規蛋白尿惹起因子の同定と臨床検
査診断法への応用

和田　隆志 医学系 ¥1,500,000

日本学術振興会

オートファジー細胞死誘導による頭
頸部癌新規治療法の開発

辻　亮 医学系 ¥900,000
補
委

日本学術振興会

非コードDNA-男性不妊症をひき起こ
すAlu配列に関連した遺伝子異常を
検索する-

並木　幹夫 医学系 ¥1,500,000
補

委

補
委

日本学術振興会

シグナルパスウェイ構成蛋白の発
現・変異解析による造血抑制性サイ
トカインの同定

日本学術振興会

重症筋無力症の骨格筋細胞内反応と
病態に関する研究

岩佐　和夫 医学系 ¥1,100,000
補
委

日本学術振興会

自然免疫応答の賦活化を基盤とした
膵癌新規薬物併用療法の開発

太田　哲生 医学系

シミュレータの遠隔操作による小児
救急医学教育の効果について

太田　邦雄 医学系 ¥1,400,000
補
委

日本学術振興会

統合失調症の病態におけるKv9.3カ
リウムチャンネルサブユニットの重
要性について

橋本　隆紀 医学系 ¥4,950,000
補

委
日本学術振興会

統合失調症におけるＫｖ９．３カリ
ウムチャンネルサブユニット発現変
化の脳内分布

橋本　隆紀 医学系 ¥2,700,000
補

委

日本学術振興会

ＧＳＫ３βを分子標的とする悪性グ
リオーマ治療の基礎基盤の構築

宮下　勝吉 医学系 ¥1,500,000
補
委

日本学術振興会

肝幹細胞由来肝癌の画像所見と病
理・病態の解析

小坂　一斗 医学系 ¥1,300,000
補
委

日本学術振興会

高機能自閉症成人例におけるオキシ
トシンの効果と生物学的背景の検討

三辺　義雄 医学系 ¥2,200,000
補
委

日本学術振興会

神経細胞死におけるＨｓｐ７０とそ
の関連蛋白の意義

三辺　義雄 医学系 ¥100,000
補
委

日本学術振興会

統合失調症における大脳基底核出力
ニューロンの死後脳を用いた解析

橋本　隆紀 医学系 ¥950,000
補
委

日本学術振興会

悪性骨腫瘍に対する凍結免疫療法の
確立

土屋　弘行 医学系 ¥1,500,000
補
委



日本学術振興会
免疫調整遺伝子多型解析に基づく
テーラーメード型同種造血幹細胞移
植の確立

高見　昭良 附属病院 ¥1,200,000
補

委

日本学術振興会

腎疾患の腎局所及び全身免疫応答に
おける骨髄由来免疫抑制性細胞の意
義

岩田　恭宜 附属病院 ¥1,525,000
補

委
日本学術振興会

家族性高コレステロール血症の新規
原因遺伝子が臨床像と生命予後に与
える影響

川尻　剛照 附属病院 ¥1,600,000
補

委

日本学術振興会

各種心肺停止時の心肺蘇生に対する
内服β遮断薬の影響

栗田　昭英 附属病院 ¥900,000
補
委

日本学術振興会

多発性嚢胞腎発症機序の解明；モデ
ルマウスを用いたＴＲＰＰ２の局在
異常からの解析

山田　和徳 附属病院 ¥700,000
補

委

日本学術振興会

新規ケモカイン製剤の免疫賦活効果
による肝癌の再発抑制効果をめざし
た免疫療法の開発

荒井　邦明 附属病院 ¥900,000
補

委
日本学術振興会

遺伝子発現プロファイルを用いた肝
細胞癌治療における新規バイオマー
カーの同定

砂子阪　肇 附属病院 ¥800,000
補

委

日本学術振興会

統合失調症患者に対する指先触圧覚
認知Ｐ３００測定システムを用いた
触・痛覚の研究

長澤　達也 附属病院 ¥200,000
補

委
日本学術振興会

医師の説明義務違反に影響を及ぼす
因子の定量的解析及びその臨床応用

越後　純子 附属病院 ¥900,000
補
委

日本学術振興会

心停止傷病者の救急不搬送基準に関
する研究

後藤　由和 附属病院 ¥800,000
補
委

日本学術振興会

ラット専用光干渉断層計による緑内
障関連モデルにおける網膜各層の構
造的変化の解析

東出　朋巳 附属病院 ¥1,000,000
補

委

日本学術振興会

癌幹細胞理論にもとづく上咽頭癌発
癌機構の解明

室野　重之 附属病院 ¥1,300,000
補
委

日本学術振興会

癌幹細胞を標的とした婦人科癌治療
ならびに腫瘍細胞イメージングシス
テムの構築

高倉　正博 附属病院 ¥700,000
補

委

日本学術振興会
新型ＳＰＹ－Ｑシステム心筋血流評
価による交感神経刺激心筋保護法の
研究

富田　重之 附属病院 ¥150,000
補

委

日本学術振興会

膵癌のＭｅｓｏｐａｎｃｒｅａｓへ
の進展に対する臓器発生と筋膜の構
造からみた戦略

北川　裕久 附属病院 ¥500,000
補

委
日本学術振興会

胚性幹細胞研究に基づく肝癌幹細胞
増殖機構の解明

高村　博之 附属病院 ¥800,000
補
委

日本学術振興会

肝細胞癌における背景肝の線維化な
らびに抗癌治療誘発ＥＭＴ抑制に関
する研究

田島　秀浩 附属病院 ¥800,000
補

委
日本学術振興会

虚血心筋障害、リモデリングにおけ
る心筋間質の病態と血管新生の画像
化に関する研究

瀧　淳一 附属病院 ¥900,000
補

委

日本学術振興会

Ｃ－１１メチオニンＰＥＴによる虚
血性心疾患のリスク層別化のための
新しい画像診断

松尾　信郎 附属病院 ¥500,000
補

委
日本学術振興会

ＩｇＧ４関連疾患の病態解明に向け
て－Ｔ細胞機能異常に基づいたモデ
ルマウスの確立

川野　充弘 附属病院 ¥900,000
補

委

補
委

副作用マネジメントと毒性回避のた
めの臨床薬物動態研究

崔　吉道 附属病院 ¥600,000
補
委

日本学術振興会

核内受容体・ＮＦ－κＢクロストー
クを標的とした去勢抵抗性前立腺癌
に対する治療戦略

小中　弘之 附属病院 ¥400,000
補

委
日本学術振興会

日本学術振興会

ゼブラフィッシュを用いた遺伝性不
整脈の病態解明と治療法の確立

蒲生　忠継 附属病院 ¥600,000
補
委

日本学術振興会

肝癌幹細胞発生に関わるゲノム異常
の網羅的解析

山下　太郎 附属病院 ¥800,000



日本学術振興会

胃癌腹膜播種の微小環境における上
皮間葉転換の解明と治療標的の意義

木下　淳 附属病院 ¥1,100,000
補
委

日本学術振興会

細胞修復阻害と腫瘍内酸素化を用い
た神経芽腫内照射療法の抗腫瘍効果
増強

若林　大志 附属病院 ¥1,600,000
補

委

日本学術振興会

前立腺癌に対する小線源治療併用強
度変調放射線治療における適切な臓
器線量制約の確立

熊野　智康 附属病院 ¥400,000
補

委
日本学術振興会

肝細胞癌のＧｄ－ＥＯＢ－ＤＴＰＡ
造影ＭＲＩによるｓｕｂｔｙｐｅ分
類

北尾　梓 附属病院 ¥1,000,000
補

委

日本学術振興会

甲状腺全摘出後の残存甲状腺組織の
検出

萱野　大樹 附属病院 ¥500,000
補
委

日本学術振興会

皮膚虚血再潅流傷害マウスモデルを
用いた臨床的褥瘡予防治療法の検
討・開発

齋藤　佑希 附属病院 ¥1,500,000
補

委

日本学術振興会

ケモカインによる関節炎の制御 藤井　博 附属病院 ¥1,700,000
補
委

日本学術振興会

抗ｍｉｃｒｏＲＮＡ１２２療法を基
軸とした新規抗Ｃ型肝炎ウイルス治
療法の開発

島上　哲朗 附属病院 ¥1,000,000
補

委

日本学術振興会

ＢＭＩ変動による薬物動態個人間変
動の解明と臨床応用

澤本　一樹 附属病院 ¥700,000
補
委

日本学術振興会

ｄＵＴＰａｓｅとｗｎｔシグナルを
標的とした肝細胞癌新規治療薬の開
発

鷹取　元 附属病院 ¥1,000,000
補

委

日本学術振興会

細胞競合現象に基づく上咽頭癌発癌
機構の解析と新規治療法の開発

近藤　悟 附属病院 ¥4,300,000
補
委

日本学術振興会

我が国と欧米の中絶医療実態の比較
研究

打出　喜義 附属病院 ¥300,000
補
委

日本学術振興会

子宮内膜癌幹細胞の解析と難治性癌
治療法開発への応用

中村　充宏 附属病院 ¥1,100,000
補
委

日本学術振興会

癌間質線維芽細胞を標的とした新た
な子宮内膜癌治療戦略の開発

水本　泰成 附属病院 ¥1,200,000
補
委

日本学術振興会

男性不妊症における精巣　ｓｍａｌ
ｌ　ＲＮＡ　制御機構に関する研究

前田　雄司 附属病院 ¥800,000
補
委

日本学術振興会

テロメア動態と上皮間葉移行機序を
応用した血管内浮遊癌細胞に対する
治療戦略

北川　育秀 附属病院 ¥800,000
補

委

日本学術振興会

腫瘍脊椎骨全摘術後の骨欠損に対す
る自己脂肪由来幹細胞を用いた骨再
生

出村　諭 附属病院 ¥1,500,000
補

委
日本学術振興会

肺癌に対する体外肺切除における、
気管支創傷治癒へのキトサンナノ繊
維シートの効果

松本　勲 附属病院 ¥800,000
補

委

日本学術振興会

呼吸移動性腫瘍に対する呼吸停止下
回転型強度変調照射法の開発と臨床
応用への研究

高仲　強 附属病院 ¥750,000
補

委
日本学術振興会

ステントグラフト内挿術を支援する
大動脈フィルターデバイスの開発に
関する研究

眞田　順一郎 附属病院 ¥800,000
補

委

日本学術振興会

多様化する血管内治療デバイスに対
応した磁気共鳴画像による塞栓脳動
脈瘤破裂徴候検出

植田　文明 附属病院 ¥2,000,000
補

委
日本学術振興会

皮膚免疫疾患におけるＢ細胞抑制性
受容体ＣＤ２２／７２の制御機構

濱口　儒人 附属病院 ¥800,000
補
委

日本学術振興会

リン酸ジエステル加水分解酵素（Ｐ
ＤＥ）阻害剤は川崎病冠動脈瘤形成
を抑制するか？

斉藤　剛克 附属病院 ¥800,000
補

委
日本学術振興会

慢性移植片対宿主病の発症に関与す
る多様な細胞群の同定とその制御法
の確立

西村　良成 附属病院 ¥1,600,000
補

委

ＥＢＶ関連血球貪食性リンパ組織球
症におけるＥＢＶ感染Ｔ細胞の解析
と病態解明

和田　泰三 附属病院 ¥1,200,000
補

委
日本学術振興会



喜多　大輔 附属病院 ¥1,000,000
補
委

日本学術振興会

ＤＩＣにおける炎症と凝固の相互作
用遮断と血管作動性物質

朝倉　英策 附属病院 ¥1,500,000
補
委

日本学術振興会

実験的緑内障濾過手術におけるハニ
カムフィルムの有用性

奥田　徹彦 附属病院 ¥1,200,000
補
委

日本学術振興会

前立腺癌の再燃およびドセタキセル
耐性獲得メカニズムにおける微小環
境の影響

角野　佳史 附属病院 ¥1,600,000
補

委
日本学術振興会

フラボノイドを用いた前立腺癌再燃
の予防とドセタキセル感受性増強へ
の応用

溝上　敦 附属病院 ¥1,200,000
補

委

日本学術振興会

ヨード担持インプラントの生体内減
衰と生体親和性の評価

西田　英司 附属病院 ¥800,000
補
委

日本学術振興会

RAGEが水頭症発生に及ぼす影響に関
する研究

日本学術振興会

難治性良性脳腫瘍に対するアクアポ
リン１を標的とした血管新生抑制の
治療戦略

林　康彦 附属病院 ¥2,000,000
補

委
日本学術振興会

膵癌放射線治療における線維化なら
びに抗癌治療誘発EMT抑制に関する
研究

中川原　寿俊 附属病院 ¥700,000
補

委

日本学術振興会

胃癌腹膜播種における腹腔内マクロ
ファージの機能解析と造腫瘍性につ
いての実験的検討

伏田　幸夫 附属病院 ¥1,300,000
補

委
日本学術振興会

食道癌放射線耐性機序解明とHDAC阻
害薬による放射線耐性克服の基礎的
検討

二宮　致 附属病院 ¥1,200,000
補

委

日本学術振興会

肝動脈化学塞栓術におけるナノミセ
ルを用いた薬剤導入と集積方法に関
する研究

南　哲弥 附属病院 ¥1,270,000
補

委
日本学術振興会

ミクロ粒子の経動脈的注入における
粒子と溶出薬剤の動態とその制御に
関する実験的研究

香田　渉 附属病院 ¥1,100,000
補

委

日本学術振興会

酸化ストレスが精神疾患病態生理に
果たす機能的重要性の解明；うつ病
の敵か、味方か？

戸田　重誠 附属病院 ¥1,200,000
補

委
日本学術振興会

全身性強皮症におけるregulatory B
細胞の機能解析および新規治療法の
開発

松下　貴史 附属病院 ¥2,300,000
補

委

日本学術振興会

脂肪組織由来間質細胞による心筋再
生医療の作用機序に関する研究

高村　雅之 附属病院 ¥1,700,000
補
委

日本学術振興会

細胞傷害性T細胞レセプターを用い
た肝細胞癌免疫治療に関する基礎的
検討

水腰　英四郎 附属病院 ¥1,400,000
補

委

日本学術振興会

地域医療における軽症糖尿病患者に
対する在宅健康サービスの継続研究

米田　隆 附属病院 ¥1,500,000
補
委

日本学術振興会

心筋症における不整脈関連遺伝子の
検索と機能解析および薬物的・非薬
物的介入

井野　秀一 附属病院 ¥1,400,000
補

委

日本学術振興会

悪性骨腫瘍に対する液体窒素処理と
樹状細胞療法の併用療法

西田　英司 附属病院 ¥3,800,000
補
委

日本学術振興会

病態マーカーとしてのin situグル
タチオン化タンパク質検出法の確立
と応用

戸田　重誠 附属病院 ¥2,500,000
補

委

日本学術振興会

口腔扁平上皮癌の浸潤・転移に対す
る血管新生阻害剤および線維芽細胞
増殖抑制剤の効果

野口　夏代 附属病院 ¥1,100,000
補

委
日本学術振興会

口腔扁平上皮癌におけるＣｌａｕｄ
ｉｎ機能発現が浸潤・転移に及ぼす
影響

吉澤　邦夫 附属病院 ¥1,300,000
補

委

日本学術振興会

口腔扁平上皮癌に対するＡＭＰＫ活
性化薬剤の抗腫瘍効果に関する実験
的研究

加藤　広禄 附属病院 ¥1,200,000
補

委
日本学術振興会

ＩｇＧ４関連疾患における耳鼻咽喉
科領域からの病態解析アプローチ

中西　清香 附属病院 ¥1,100,000
補
委



厚生労働省脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 土屋　弘行 医学系 ¥500,000
補
委

厚生労働省

糖尿病性腎症ならびに腎硬化症の診
療水準向上と重症化防止に向けた調
査・研究

和田　隆志 医学系 ¥18,000,000
補

委
厚生労働省

肝硬変に対する脂肪組織由来間質細
胞を用いた肝再生療法実用化研究

金子　周一 医学系 ¥25,000,000
補
委

¥600,000
補

委

厚生労働省

HBV cccDNAの制御と排除を目指す新
規免疫治療薬の開発

金子　周一 医学系 ¥76,924,000
補
委

厚生労働省

C型肝炎から発がんにいたる病態進
展の解明とその制御に関する研究

金子　周一 医学系 ¥18,000,000
補
委

日本学術振興会

プリオン病及び遅発性ウイルス感染
症に関する調査研究

山田　正仁 医学系 ¥59,539,000
補
委

厚生労働省

四次元モデリングシュミレーション
によるMRI静音化システムの開発

濱口　隆史 附属病院 ¥600,000
補
委

補

委

¥400,000
補

委
日本学術振興会

水腎症がイリノテカンの発現副作用
に及ぼす影響

橋本　千明 附属病院 ¥400,000
補
委

日本学術振興会

日本学術振興会

センチネルリンパ節シンチグラフィ
のSPECT/CT像の吸収・散乱補正の最
適化

米山　寛人 附属病院 ¥300,000
補

委
日本学術振興会

人工内耳装用者の語音聴取における
学習曲線に関する研究

永井　理紗 附属病院 ¥600,000
補
委

日本学術振興会

C. difficileの病原性および予後に関
する検討

竹森　優喜子 附属病院 ¥600,000
補
委

日本学術振興会

血液がんにおける異常血液型迅速診
断法の確立：血液型A・B抗原とI抗
原の連動性証明

佐藤　英洋 附属病院

日本学術振興会

口腔扁平上皮癌の浸潤・転移におけ
る細胞間接着分子の役割

北原　寛子 附属病院 ¥1,500,000
補
委

日本学術振興会

頭頸部癌患者に対するアミノ酸系消
化態栄養剤の口腔粘膜炎発症予防効
果に関する検討

浅井　泰詞 附属病院

腫瘍血管正常化に基づく頭頸部癌新
規治療戦略

遠藤　一平 附属病院 ¥600,000
補
委

日本学術振興会

内側広筋の優先的活動に関するCKC
運動の比較

楠戸　翔 附属病院 ¥200,000
補
委

日本学術振興会

最大エントロピー法を応用した聴性
脳幹反応による乳幼児聴覚閾値推定
法の開発

大江　宏康 附属病院 ¥500,000

日本学術振興会

ヨード担持チタン製抗菌インプラン
トの骨伝導能・骨誘導能の解析

加藤　仁志 附属病院 ¥1,800,000
補
委

日本学術振興会

グリオーマ幹細胞に対するNotch阻
害剤の効果解析と前臨床試験

田中　慎吾 附属病院 ¥1,900,000
補
委

¥800,000
補

委
日本学術振興会

経血管インターベンションによる血
管透過性の制御を介する抗腫瘍療法
の開発

吉田　耕太郎 附属病院 ¥1,100,000
補

委
日本学術振興会

正常及び加齢・認知症におけるω-3
系不飽和脂肪酸の生体内分子イメー
ジングの検討

稲木　杏吏 附属病院

臓器特異的インスリン抵抗性評価系
の確立とその規定因子の研究

竹下　有美枝 附属病院 ¥1,000,000
補
委

日本学術振興会

ゼブラフィッシュを用いた肥大型心
筋症の発症、進展機序の解明

寳達　明彦 附属病院 ¥500,000
補
委

日本学術振興会

肝癌に対する樹状細胞ワクチン療法
の開発

北原　征明 附属病院 ¥1,600,000
補
委

日本学術振興会

遺伝子マスターレギュレーター
SATB1の頭頸部癌遺伝子発現制御機
構

近藤　悟 附属病院 ¥400,000
補
委

日本学術振興会

日本学術振興会

皮膚筋炎/多発性筋炎の新規自己抗
体の同定

吉村　紫 附属病院 ¥900,000
補
委

日本学術振興会

肥満による慢性炎症が急性心筋梗塞
に与えるインパクト：病態解明から
治療への応用

大辻　浩 附属病院 ¥1,800,000
補

委



厚生労働省IgG4関連疾患に関する調査研究 川野　充弘 附属病院 ¥1,300,000
補
委

厚生労働省

慢性ウイルス性肝疾患患者の情報収
集の在り方等に関する研究

島上　哲朗 附属病院 ¥1,500,000
補
委

厚生労働省

急性感染も含めた肝炎ウィルス感染
状況・長期経過と治療導入策に関す
る研究

島上　哲朗 附属病院 ¥1,000,000
補

委

厚生労働省

肝炎に関する全国規模のデータベー
スを用いた肝炎治療の評価及び肝炎
医療の向上に資する研究

島上　哲朗 附属病院 ¥2,000,000
補

委
厚生労働省

C型肝炎ウイルス感染特異的な長鎖
ノンコーティングRNAの探索

島上　哲朗 附属病院 ¥8,000,000
補
委

厚生労働省

BIM遺伝子多型に起因するEGFR変異
肺がんのEGFRチロシンキナーゼ阻害
薬耐性をボリノスタット併用で克服
する研究

矢野　聖二 がん進展制御研究所 ¥40,000,000

補

委

厚生労働省

創薬と新規治療法開発に資するヒト
肝細胞キメラマウスを用いた肝炎ウ
イルス制御に関する研究

金子　周一 医学系 ¥2,000,000
補

委

厚生労働省

自己炎症疾患とその類縁疾患に対す
る新規診療基盤の確立

谷内江昭宏 医学系 ¥1,500,000
補
委

厚生労働省

肝移植後C型肝炎に対する治療法の
標準化を目指した臨床的ならびに基
礎的研究

太田　哲生 医学系 ¥1,000,000
補

委

厚生労働省

特発性造血障害に関する調査研究 中尾　眞二 医学系 ¥2,000,000
補
委

厚生労働省

プリオン病のサーベイランスと感染
予防に関する調査研究

山田　正仁 医学系 ¥1,000,000
補
委

厚生労働省

アミロイドーシスに関する調査研究 山田　正仁 医学系 ¥1,600,000
補
委

厚生労働省

大規模ゲノム疫学共同研究による認
知症の危険因子および防御因子の解
明

山田　正仁 医学系 ¥4,000,000
補

委

厚生労働省

N0口腔癌における選択的頚部郭清術
とセンチネルリンパ節ナビゲーショ
ン手術の無作為化比較試験

吉崎　智一 医学系 ¥400,000
補

委
厚生労働省

肝硬変に対する細胞治療法の臨床的
確立とそのメカニズムの解明

酒井　佳夫 医学系 ¥2,500,000
補
委

厚生労働省

かかりつけ医/非腎臓専門医と腎臓
専門医の協力を促進する慢性腎臓病
患者の重症化予防のための診療シス
テムの有用性を検討する研究

和田　隆志 医学系 ¥400,000

補

委

厚生労働省

難治性血管炎に関する調査研究 和田　隆志 医学系 ¥800,000
補
委

厚生労働省

原発性免疫不全症候群に関する調査
研究

谷内江昭宏 医学系 ¥2,000,000
補
委

厚生労働省

副腎ホルモン産生異常に関する調査
研究

武田　仁勇 医学系 ¥1,000,000
補
委

厚生労働省

視覚系の稀少難治性疾患群に関する
症例データベース構築

杉山　和久 医学系 ¥2,000,000
補
委

厚生労働省

特発性心筋症に関する調査研究 山岸　正和 医学系 ¥1,000,000
補
委

厚生労働省

重篤小児集約拠点にかかる小児救急
医療体制のあり方に関する研究

太田　邦雄 医学系 ¥400,000
補
委

厚生労働省

慢性腎臓病の進行を促進する薬剤等
による腎障害の早期診断法と治療法
の開発

和田　隆志 医学系 ¥1,000,000
補

委

過疎地域等における急性心筋梗塞の
急性期治療の体制整備に関する研究

山岸　正和 医学系 ¥1,000,000
補
委

厚生労働省

心不全におけるCa2+過負荷の分子病
態学的意義とその内在的防御因子の
解明

山岸　正和 医学系 ¥1,330,000
補

委
厚生労働省



計

(注) 1

(注) 2

(注) 3

¥493,538,000

厚生労働省
腫瘍播種を伴う胃癌に対するパクリ
タキセル腹腔内投与併用療法の有用
性を評価する第Ⅲ相臨床試験

伏田　幸夫 附属病院 ¥300,000
補

委

厚生労働省

自己炎症疾患とその類縁疾患に対す
る新規診療基盤の確立

手良向　聡 附属病院 ¥1,500,000
補
委

厚生労働省

B型肝炎の新規治療薬を開発するた
めの宿主の自然免疫系の解析に関す
る研究

水腰　英四郎 附属病院 ¥15,800,000
補

委

厚生労働省

腹膜偽粘液腫の本邦における発生頻
度・病態の解明・治療法の開発

崔　吉道 附属病院 ¥400,000
補
委

厚生労働省

腹膜偽粘液腫の本邦における発生頻
度・病態の解明・治療法の開発

宮本　謙一 附属病院 ¥300,000
補
委

厚生労働省

難治性造血器腫瘍に対する造血幹細
胞移植の治療成績向上を目指した未
承認・適応外薬の恵部伝す確率に関
する研究

高見　昭良 附属病院 ¥300,000

補

委

厚生労働省

移植細胞源を異にする非血縁造血細
胞移植の組織適合性に基づく成績向
上と移植選択アルゴリズムの確立に
関する研究

高見　昭良 附属病院 ¥900,000

補

委

遺伝性不整脈疾患の遺伝子基盤に基
づいた病態解明と診断・治療法の開
発に関する研究
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(様式第3)

3　高度の医療技術の開発及び評価の実施体制
(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無

・手順書の主な内容

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 11 回

(注) 1

(注) 2

(2)利益相反を管理するための措置

① 有・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無

・規定の主な内容

③ 年 10 回

(注)

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 2 回

・研修の主な内容

「①臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況」に係る報告については、平成二十六年度中の業務報
告において実施実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績を報告しても差し支えないこと（そ
の場合には、その旨を明らかとすること）。

審査対象に関する事項、委員会の任務に関する事項、委員会の構成に関する事項、委員会の調査及び審議の
対象に関する事項、資料の入手に関する事項、委員会の運営に関する事項、疑義申立てに関する事項、再審
査手続に関する事項、病院長への報告義務に関する事項、申請者・病院長への勧告等に関する事項、委員会
の事務に関する事項、委員会の記録の保存に関する事項

委員会の目的及び職務に関する事項，委員会の組織および組織運営に関する事項

　平成２６年度に、「臨床研究と利益相反（COI）」に関する講習会（平成２６年９月実施）及び「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針（案）」に関する講習会（平成２６年１０月実施）を実施（計２回）。
　平成２５年度中については、臨床研究に係る講習会を実施したが、その内容は当時、問題となっていた
ディオバン事案を受け、臨床研究の適切な実施、特に臨床研究のデータの信頼性確保に必要となるデータマ
ネジメント、生物統計などに関する事項を中心とした内容で実施しており、倫理そのものに関する内容は含
まれていなかった。

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に「有」に○
印を付けること。

「③倫理審査委員会の開催状況」に係る報告については、平成二十六年度中の業務報告において開
催実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績を報告しても差し支えないこと（その場合に
は、その旨を明らかとすること）。

利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の設置状況

利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の開催状況

「③利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の開催状況」に係る報告につ
いては、平成二十六年度中の業務報告において開催実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績
を報告しても差し支えないこと（その場合には、その旨を明らかとすること）。



(様式第4)

1　研修の内容

2　研修の実績
人

(注)　前年度の研修医の実績を記入すること。

3　研修統括者

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

(注) 1

(注) 2

(注) 3

杉山　和久 眼科 科長

研 修 医 の 人 数 159

土屋　弘行 整形外科 科長
溝上　敦 泌尿器科 科長

井口　雅史 乳腺科 科長
伏田　幸夫 胃腸外科

飯野　賢治 心臓血管外科 科長

科長

松本　勲 呼吸器外科 科長
太田　哲生 肝胆膵・移植外科 科長

28

蒲田　敏文 放射線科 科長
竹原　和彦 皮膚科 科長
角谷　慎一 内分泌・総合外科 副科長

山田　正仁 神経内科 科長
三邉　義雄 神経科精神科 科長
谷内江　昭宏 小児科 科長

科長
笠原　寿郎 呼吸器内科 科長
中尾　眞二 血液内科 科長

医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている診療科に
ついては、必ず記載すること。

内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブ
スペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブ
スペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

各診療科（部）に所属し，大学病院（医員など）及び関連病院を循環しながら修練を行い，それぞれの学会
等の専門医，あるいは認定医の資格の取得を目指すコースです。内科プログラム（所属する臓器別内科（診
療科）の他の内科系診療科でも修練を行う等複数の診療科が協力連携して実施するプログラム）や総合診療
を専門とする医師となるプログラムも可能となっています。
診療技術の習得だけでなく，臨床研究も行うことが可能です。

金子　周一 消化器内科 科長

36
26
28
34
34
36
35
21
35
15
14
23
35
19

31
27
30

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

臨床経験年数研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 特 記 事 項
32
26
27

山岸　正和 循環器内科 科長

課長内分泌・代謝内科篁 　 俊成
川野　充弘 リウマチ・膠原病内科 科長

和田　隆志 腎臓内科

吉崎　智一 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 科長 28
藤原　浩 産科婦人科 科長 31
谷口　巧 麻酔科蘇生科 科長 23
林　裕 脳神経外科 副科長 27
絹谷　清剛 核医学診療科 科長 28
山下　太郎 総合診療内科 副科長 19
八幡　徹太郎 リハビリテーション部 部長 22
後藤　由和 救急部 部長 30

川尻　秀一 歯科口腔外科 科長 26

谷口　巧 集中治療部 部長 23
矢野　聖二 がん高度先進治療センター 部長 24



(様式第4)

4　医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

(注) 1 　高度の医療に関する研修について記載すること。

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

１．新規採用職員オリエンテーション
（１）病院の概要（「基本理念」，「基本方針」を含む。）
（２）病院情報システムの利用について
　　　経営戦略について
（３）事務手続きについて
（４）飲酒運転の根絶について
（５）感染対策について
（６）臨床倫理について（「個人情報の保護」を含む。）
（７）リスクマネジメントについて（「患者さんの権利」，「患者さんに守っていただくこと」を含む。）
（８）防火管理（防火訓練）について
（９）医療用放射線の安全性について
（10）診療報酬制度について
（11）ハラスメントの防止について
（12）接遇について
（13）先輩からのメッセージ

２．安全衛生講演会
　　安全衛生活動の一環として実施しており，平成２５年度題目は「医療従事者のための腰痛予防」

１．143名
２．132名

１．平成25年4月1日～3日，年1回
２．平成26年2月27日，年1回



(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施行規則
第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供
する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療従事者を対
象として実施した専門的な研修を記載すること。なお、平成二十六年度中の業務報告においては、平
成二十六年四月以降の実績（計画）を報告しても差し支えないこと（その場合には、その旨を明らか
とすること）。



(様式第5)

１．計画 ２．現状
病院長　並木　幹夫
・消化器内科長　金子　周一 ・内分泌・代謝内科長　篁　俊成
・リウマチ・膠原病内科長　川野　充弘 ・呼吸器内科長　笠原　寿郎
・循環器内科長　山岸　正和 ・腎臓内科長　和田　隆志
・血液内科長　中尾　眞二 ・総合診療内科長
・神経内科長　山田　正仁 ・神経科精神科長　三邉　義雄
・小児科長　谷内江　昭宏 ・子どものこころの診療科長　棟居　俊夫
・放射線科長　蒲田　敏文 ・放射線治療科長　熊野　智康
・皮膚科長　竹原　和彦 ・心臓血管外科長　飯野　賢治
・呼吸器外科長　松本　勲 ・胃腸外科長　伏田　幸夫
・肝胆膵・移植外科長　太田　哲生 ・内分泌・総合外科長
・乳腺科長　井口　雅史 ・整形外科長　土屋　弘行
・脊椎・脊髄外科長　村上　英樹 ・泌尿器科長　溝上　敦
・眼科長　杉山　和久 ・耳鼻咽喉科・頭頸部外科長　吉崎　智一
・産科婦人科長　藤原　浩 ・麻酔科蘇生科長　谷口　巧
・脳神経外科長 ・核医学診療科長　絹谷　清剛
・歯科口腔外科長　川尻　秀一 ・病理診断科長　大井　章史
・薬剤部長　崔　吉道 ・総務課長　長谷川　浩一
・経営管理課長　大久保　進 ・医事課長　久保　真一

診療に関する諸記録

　高度の医療の提供の実績

　高度の医療の研修の実績
　閲覧実績

専任の医療に係る安
全管理を行う者の配置
状況

総務課

医事課・薬剤部

第
一
号
に
掲
げ
る
体
制
の
確
保
の
状
況

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
各
号
及
び
第
九
条
の
二
十
第
一
項

医療に係る安全管理
のための指針の整備状
況

医事課

医療に係る安全管理
のための委員会の開催
状況

医事課 開催順

医療に係る安全管理
のための職員研修の実
施状況

医事課 開催順

医療機関内における
事故報告等の医療に係
る安全の確保を目的と
した改善のための方策
の状況

医事課 発生順

総務課

紹介患者に対する医療提供
の実績

医事課

高度の医療技術の開発及び
評価の実績

医事課

総務課

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別
管理責任者氏名

管理担当者氏名

入院患者数、外来患者及び
調剤の数を明らかにする帳簿

保 管 場 所 管 理 方 法

病院日誌、各科診療日誌、処方せん、
手術記録、看護記録、検査所見記録、
エックス線写真、紹介状、退院した患
者に係る入院期間中の診療経過の要約
及び入院診療計画書

医事課、各診療
科、看護部、薬剤
部

診療録は外来は1患者1ファイル、入院は1入
院期間1ファイル。（電子診療録は1患者1
ファイル。）
診療録の院外持ち出しは、禁止されてい
る。

病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

従業者数を明らかにする帳
簿

総務課

医事課



(注)

医療機器の安全使用
のために必要となる情
報の収集その他の医療
機器の安全使用を目的
とした改善のための方
策の実施状況

医事課・経営管理
課

発生順

「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方法の
概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載すること。

医薬品の使用に係る
安全な管理のための責
任者の配置状況

医療機器の安全使用
のための責任者の配置
状況

医事課

従業者に対する医療
機器の安全使用のため
の研修の実施状況

医事課・ME機器管
理センター

開催順

医療機器の保守点検
に関する計画の策定及
び保守点検の実施状況

医事課・経営管理
課

発生順

薬剤部 開催順

医薬品の安全使用の
ために必要となる情報
の収集その他の医薬品
の安全使用を目的とし
た改善のための方策の
実施状況

各外来・病棟

薬剤部

従業者に対する医薬
品の安全使用のための
研修の実施状況

薬剤部 開催順

医薬品の安全使用の
ための業務に関する手
順書の作成及び当該手
順書に基づく業務の実
施状況

保 管 場 所 管 理 方 法
病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
各
号
及
び
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
体
制
の
確
保
の
状
況

院内感染のための指
針の策定状況

医事課

院内感染対策のため
の委員会の開催状況

医事課 開催順

従業者に対する院内
感染対策のための研修
の実施状況

医事課 開催順

感染症の発生状況の
報告その他の院内感染
対策の推進を目的とし
た改善のための方策の
実施状況

医事課 発生順

医療に係る安全管理
を行う部門の配置状況

医事課 発生順

当該病院内に患者か
らの安全管理に係る相
談に適切に応じる体制
の確保状況

医事課 開催順

専任の医療に係る安
全管理を行う者の配置
状況

総務課

専任の院内感染対策
を行う者の配置状況

総務課

第
一
号
に
掲
げ
る
体
制
の
確
保
の
状
況

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
各
号
及
び
第
九
条
の
二
十
第
一
項
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○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法
１．計画 ２．現状

閲覧の手続の概要

(注)

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績
延 件
延 件
延 件
延 件
延 件

(注)　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

国
地 方 公 共 団 体

0
0
0
0
0

歯 科 医 師

諸記録の開示（閲覧を含む）を請求する者（以下「開示請求者」）は、国立大学法人金沢大学に対し、法人
文書開示請求書を提出する。
国立大学法人金沢大学は、開示請求があった日から特別な場合を除き30日以内に開示決定等を行い、開示請
求者に通知する。
開示請求者は、法人文書開示決定通知書を本院へ持参し、閲覧を実施する。

既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は現状に
ついて、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号に○印
を付けること。

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数
閲 覧 者 別 医 師

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

閲覧の求めに応じる場所

閲 覧 責 任 者 氏 名
閲 覧 担 当 者 氏 名

計画・現状の別

会議室
総務課長　長谷川　浩一
病院長　並木　幹夫



(様式第6)

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 有 無

・指針の主な内容：

② 医療に係る安全管理のための委員会の開催状況 年 回

・活動の主な内容：

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況

・医療機関内における事故報告等の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

⑤ 専任の医療に係る安全管理を行う者の配置状況 有（ 名）・無

⑥ 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（ 名）・無

⑦ 医療に係る安全管理を行う部門の設置状況 有 無

・所属職員： 専任（ ）名 兼任（ ）名

・活動の主な内容：

【平成25年度】
「安全な移乗について学ぼう」4/16
「消耗は病院の損失になります」「医療用麻薬の適正管理」6/10
「医療安全と後輩教育」9/27
「糖尿病性腎症の治療と医療安全」「食事療法のギアチエンジ」「糖尿病の療養指導と医療安全」11/12
「早期経腸栄養の重要性」「経腸栄養ルートの管理」「経腸栄養ポンプの台数管理」11/14
「抗血栓薬服用者に対する消化器内視鏡検査」12/4
「医療用麻薬の安全管理」1/17
「医療機器の安全管理」1/31
「平成25年度医療安全の取り組み」3/11

○事故報告等の分析結果を現場へフィードバック
○医療従事者の医療事故防止に関する教育
○事故防止のための基礎知識の提供
○事故報告書等から必要なマニュアルを作成
○インシデントサマリに再発防止策を提案
○事故防止マニュアルの見直し
○GRM等による医療現場のラウンド
○院内の医療安全ニュースや啓発ポスターの配布
○院外の事故情報の提供による注意喚起

2

1

・

2 12

9

規則第１条の１１第１項各号及び第９条の２３第１項第１号に掲げる体制の確保の状況

・

（１）職員ひとりひとりが安全に関する認識を高め，医療事故防止に積極的に取り組むと同時に，病院全体としてもしても組織的に医療に係
る安全管理事故防止に取り組み，医療事故等の未然の防止を目指す。
（２）医療安全管理委員会，医療安全管理部，医療安全管理者，リスクマネジャー等による医療安全管理体制を整備し，病院全体として医療
事故防止及び医療全体の向上に努める。
（３）医療安全管理のための研修を企画し，病院職員全体が２回以上受講できるようにする。
（４）「医療事故防止マニュアル」の作成，医療事故等の報告事例の検討など，医療安全の確保を目的とした改善方策を実施する。
（５）医療事故が発生した場合にはおいては，「医療安全管理マニュアル」に沿って対応し，医療上の最善の処置を講ずる。また，患者家族
に対して事実を速やかにわかりやすく説明する。
（６）患者との信頼関係を築くため，また開かれた医療を推進するため，情報の開示及び提供に積極的に対応していく。
（７）患者相談室を設置し、患者及び家族からの医療安全に関する要望、苦情及び不満を真摯に受け止め、その解決に尽力する。

12

（１）医療に係る安全管理対策に関すること
（２）医療事故防止対策に関すること
（３）安全管理対策のための教育及び研修に関すること
（４）発生した医療事故原因の分析及び改善策等に関すること
（５）その他医療に係る安全管理及び医療事故防止に関すること



⑧ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 有 無・

（１）医療にかかる安全管理対策及び医療事故対策の企画立案に関すること
（２）医療安全管理マニュアルの作成等に関すること
（３）安全管理のための教育及び研修企画及び運営に関すること
（４）アクシデント及びインシデント報告の調査及び分析に関すること
（５）リスクマネジャーとの連絡調整に関すること
（６）医療事故等に係る診療録及び看護記録等の記載状況の確認及び指導に関すること
（７）患者家族への説明等、医療事故発生時の対応状況の確認及び指導に関すること
（８）医療事故等に係る原因究明の確認及び指導に関すること
（９）金沢大学医療安全管理委員会に用いられる資料及び議事録の作成、その他当該委員会の事務に関すること
（10）その他医療に係る安全管理対策及び医療事故防止対策に関すること



(様式第6)

① 院内感染対策のための指針の整備状況 有 無

・指針の主な内容：

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年 回

・活動の主な内容：

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況

・病院における発生状況の報告等の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

【平成25年度】
感染対策研修
（講演）
『感染制御の基本と最近のトピックス』
『インフルエンザを予防しよう』
『日頃の感染対策は大丈夫？ちょっと怖い耐性菌の話』
『褥瘡対策チーム講演会』
『第2回栄養ゼミナール』
(DVD研修会）
『安全な輸液を考える／手指衛生の促進／院内感染をめぐる医療訴訟』
その他　感染対策指導
「新規採用者対象の感染対策研修」「静脈注射認定制度（看護師対象）に係る研修」

院内の感染制御チームの会議において、院内感染に関する問題を検討し、その改善策等を院内感染防止対策委員会
に諮る。また、その改善策等を感染制御担当者（ICM)連絡会、院内ラウンド、研修会、感染対策ニュース等で院内
に周知する。

院内感染対策のための体制の確保に係る措置

・

１．院内感染対策に関する基本的な考え方
２．院内感染対策のための委員会に関する基本的事項
３．従事者に対する院内感染対策のための研修に関する基本方針
４．感染症の発生状況の報告に関する基本方針
５．院内感染症発生時の対応に関する基本方針
６．患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針
７．院内感染対策の推進のために必要なその他の基本方針

11

（１）院内感染予防の方策及び監視に関すること
（２）院内感染対策のガイドラインの策定及びその実施に関すること
（３）院内感染についての教育活動に関すること
（４）院内感染の調査に関すること
（５）その他院内感染に関して委員会が必要と認める事項

6



(様式第6)

① 医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況 有 無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・手順書の作成 （有・無）

・業務の主な内容：

④

・医薬品に係る情報の収集の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

       医療安全管理部のカンファランスにおいて、インシデント事例の報告や医薬品に関する問題提起などを
       受けて検討し、その改善策等を院内に周知する。

医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

・

2

      【平成25年度】
       1.医療安全研修（平成25年6月10日開催）
         「医療用麻薬の適正管理」「損耗は病院の損失になります」
       2.医療安全研修（平成26年1月17日開催）
         「医療用麻薬の安全管理」(1)医療用麻薬のインシデント (2)フェンタニル速放剤の特徴
                                 (3)がん性疼痛治療に使用される薬剤 (4)オピオイドレスキューの適正管理

         １）医薬品の採用
         ２）医薬品情報の収集・管理・提供
         ３）医薬品の購入管理
         ４）薬剤部から外来および入院患者への医薬品の処方・交付
         ５）病棟における医薬品の管理
         ６）中央診療施設・外来部門における医薬品の管理
         ７）入院患者への医薬品使用等の管理・指導

医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための
方策の実施状況



(様式第6)

① 医療機器の安全使用のための責任者の配置状況 有 無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・計画の作成 （有・無）

・保守点検の主な内容：

④

・医療機器に係る情報の収集の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

　今年度より医療機器安全管理委員会を設け、院内全体の医療機器の把握および安全対策を行っていく。
　特定の医療機器に関しては、使用頻度の少ない部署に向けて、随時個別に研修会の開催を行っている。ま
た、個別研修開催の後、理解度を図るため小テストを行い、理解度が低い部分に関してはその後の研修に反
映させ、更なる理解を得られるようにする。

医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

・

74

　医療機器の安全使用のための研修については、ME機器管理センターと放射線部が実施計画を策定して行っ
ている。
　新規購入した医療機器は、その都度、ME機器管理センターの技士が医療機器の安全使用のための研修を使
用者を対象に行っている。また、インシデントが発生した場合は、インシデント例をもとに院内で勉強会・
研修を行い、使用現場で各医療機器ごとに周知している。放射線機器は放射線部が同様に行っている。

　各機器の保守点検については、ME機器管理センター、放射線部で点検計画を策定し、点検計画に沿って定
期点検を実施している。
　使用前点検、使用後に就業点検及び機能点検を実施している。

医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のた
めの方策の実施状況



(様式第7)

1　病院の機能に関する第三者による評価

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有 無

・評価を行った機関名、評価を受けた時期

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があること。

2　果たしている役割に関する情報発信

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有 無

・情報発信の方法、内容等の概要

3　複数の診療科が連携して対応に当たる体制

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有 無

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要

糖尿病及び糖尿病性腎症の重症化予防に取り組む糖尿病透析予防チーム、高度な栄養管理をチームとして実
施する栄養サポートチーム、悪性腫瘍等の患者のうち、身体的症状又は精神症状を持つ者に対して症状緩和
に係る専従のチームとして緩和ケアチーム、褥瘡の予防及び褥瘡発生時における適正な処理を図るため褥瘡
対策チームを置いている。

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意）

・

機関名：公益財団法人日本医療機能評価機構
時期：平成22年6月

・

本院ホームページにて行っている。

・


